
三菱電機株式会社
作成 中川､山下　　 改 A 西本、貴志、奥村 B 池田、山下

検認 川崎       00-12-26 定 杉本　　　　02-2-15 川崎　　　　03-4-14

耐震強度計算書（ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ）

「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説」（平成8年版社団法人公共建設協会）の第4章（建
築設備の対震安全性確保）の資料11（建築設備の耐震計算方法）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの設計に準じてＳＩ
単位系に換算し検討する。
１．機種＝ 一体空冷式コンデンシングユニット
２．形名＝ ERA-E45A（-BS･-BSG）、ERA-EP45A(-BS･-BSG)
３．機器諸元
　（１）機器質量：Ｗ 　　　Ｗ＝ 160 ㎏
　（２）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ
　　　①総本数　：ｎ 　　　ｎ＝ 4 本
　　　②ｻｲｽﾞ　 　　　　Ｍ 12
　　　③一本あたりの軸断面積（呼径による断面積）　 Ａ＝ 1.13.E-04 ｍ2
　　　④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ総本数：ｎｔ
　 　　　ｎｔ＝ 2 本
　（３）据え付け面より機器重心までの高さ　　　　　　 ｈＧ＝ 0.64 ｍ
　（４）検討する方向から見たﾎﾞﾙﾄｽﾊﾟﾝ　　　　　　　　　 ｌ＝ 0.37 ｍ
　（５）検討する方向から見たﾎﾞﾙﾄ中心から機器重心までの水平距離

　　ｌＧ＝ 0.19 ｍ　（ｌＧ≦ｌ/２）
４．検討計算
　（１）設計用水平震度　：ＫＨ 　ＫＨ＝ 1.5 　とする。
　（２）設計用垂直震度　：ＫＶ ＫＶ＝ＫＨ/２＝ 0.75
　（３）設計用水平地震力　：ＦＨ ＦＨ＝ＫＨ×９．８・Ｗ＝ 2352.0 N
　（４）設計用鉛直地震力　：ＦＶ ＦＶ＝ＫＶ×９．８・Ｗ＝ 1176.0 N
　（５）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの1本当たりに作用する引抜き力　：Ｒｂ

　　　　Ｒｂ＝｛ＦＨ・ｈＧ－（９．８・Ｗ－ＦＶ）・ｌＧ｝／｛ｌ・ｎｔ｝＝ 1933.0 N
　（６）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの1本当たりに作用するせん断力　：Ｑ

Ｑ＝ＦＨ／ｎ＝ 588.0 N
　（７）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄに生ずる応力度
　　　①引っ張り応力度　σ 　　　　　σ＝Ｒｂ／Ａ／1000000＝ 17.1 MPａ

　　　　　σ＝ 17.1 ＜ft＝ 176.4 MPａ
　　　②せん断応力度　τ 　　　　　τ＝Ｑ／Ａ／1000000＝ 5.2 MPａ

　　　　　τ＝ 5.2 ＜fs＝ 132.3 MPａ
　　　③引っ張りとせん断を同時に受ける場合

　　　　　ｆｔｓ＝1.4ｆｔ－1.6τ＝ 238.6 MPａ
　　　　σ＝ 17.1 ＜fts＝ 238.6 MPａ

　（８）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの施工法（建築基準法耐震基準ﾏﾆｭｱﾙを参考とした。）
　　　①ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ施工法　＝ 箱抜き式J形，JA形及びﾍｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ付き
　　　②ｺﾝｸﾘｰﾄ厚さ＝ 150 ｍｍ ＝ 0.15 ｍ
　　　③ﾎﾞﾙﾄの埋め込み長さ　　　　　　　

　L＝ 100 ｍｍ ＝ 0.1 ｍ
　　　④許容引き抜き荷重　　　　 Ｔａ＝ 460 (kgf)

Ｔａ×９．８＝ 4511 N＞Rb＝ 1933.0 N
以上の計算より、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄは十分な強度を有している。

(注）本機の施工において、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの頭部が据付け足の穴より脱落しない様に座金等を
　　　使用してください。

ＷＡＮ１８－０３１Ｂ



耐震強度計算書（足）　

「建築基準法耐震基準ﾏﾆｭｱﾙ」の第4章(耐震評価)のｽﾄｯﾊﾟの強度計算方式に従って検討する。

１．機種＝一体空冷式ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ
２．形名＝ERA-E45A(-BS･-BSG)、ERA-EP45A(-BS･-BSG)
３．機器緒言
　（１）機器重量（運転重量）　　　　　Ｗ＝ 160 ㎏
　（２）設計用水兵震度　ＫＨ＝ 1.5
　（３）ｽﾄｯﾊﾟの鋼材の短期許容曲げ応力度 　　　ｆｂ＝ 1680 kg/cm2
　（４）ｽﾄｯﾊﾟの基礎ﾎﾞﾙﾄ数　　　　　　ｍ＝ 2 本
　（５）ﾎﾞﾙﾄ孔径　　　　　ｄ0＝ 1.2 cm
　（６）ｽﾄｯﾊﾟの必要な板厚を　ｔ　とする。
　（７）機器の一辺のｽﾄｯﾊﾟ個数　Ｎs＝ 1 個
　（８）ｽﾄｯﾊﾟの右図に示す長さ　　　Ｌ1＝ 97 cm
　（９）ｽﾄｯﾊﾟの右図に示す長さ　　　Ｌ2＝ 1.5 cm
　※　右図において、ﾀﾞｲﾜｸLRの溶接されている部分は
　　　製品とみなし、それ以外の部分を製品の足として
　　　検討を行った。

４．検討計算
　　　6ＫＨ・Ｗ・Ｌ2　
ｆｂ（Ｌ1－ｍ・ｄ0）Ｎs

①を計算すると、　　　　　①＝ 0.117 cm

現在使用している足の板厚は 0.23 cmより、　　　ＫＨ＝ 1.5 の場合、
この足はｽﾄｯﾊﾟとしての板厚を満たしている。

ＷＡＮ１８－０３１Ｂ
（　2　／　2　）

…①Ｑoに対し、ｔ≧

Ｌ1

Ｑo

Ｌ2

ﾀﾞｲﾜｸ　FB
(検討対象品)

ﾀﾞｲﾜｸ　LR
(FBに溶接)



三菱電機株式会社
作成 山下　　　 改 A 西本、貴志、奥村 B 池田、山下

検認 川崎           01-1-8 定 杉本　　　　02-2-15 川崎　　　　03-4-14

耐震強度計算書（ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ）

「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説」（平成8年版社団法人公共建設協会）の第4章（建
築設備の対震安全性確保）の資料11（建築設備の耐震計算方法）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの設計に準じてＳＩ
単位系に換算し検討する。
１．機種＝ 一体空冷式コンデンシングユニット
２．形名＝ ERA-E45A、ERA-EP45A（-BS･-BSG）EB-45A架台付き
３．機器諸元
　（１）機器質量：Ｗ 　　　Ｗ＝ 177 ㎏
　（２）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ
　　　①総本数　：ｎ 　　　ｎ＝ 4 本
　　　②ｻｲｽﾞ　 　　　　Ｍ 12
　　　③一本あたりの軸断面積（呼径による断面積）　 Ａ＝ 1.13.E-04 ｍ2
　　　④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ総本数：ｎｔ
　 　　　ｎｔ＝ 2 本
　（３）据え付け面より機器重心までの高さ　　　　　　 ｈＧ＝ 0.99 ｍ
　（４）検討する方向から見たﾎﾞﾙﾄｽﾊﾟﾝ　　　　　　　　　 ｌ＝ 0.37 ｍ
　（５）検討する方向から見たﾎﾞﾙﾄ中心から機器重心までの水平距離

　　ｌＧ＝ 0.18 ｍ　（ｌＧ≦ｌ/２）
４．検討計算
　（１）設計用水平震度　：ＫＨ 　ＫＨ＝ 1.5 　とする。
　（２）設計用垂直震度　：ＫＶ ＫＶ＝ＫＨ/２＝ 0.75
　（３）設計用水平地震力　：ＦＨ ＦＨ＝ＫＨ×９．８・Ｗ＝ 2601.9 N
　（４）設計用鉛直地震力　：ＦＶ ＦＶ＝ＫＶ×９．８・Ｗ＝ 1301.0 N
　（５）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの1本当たりに作用する引抜き力　：Ｒｂ

　　　　Ｒｂ＝｛ＦＨ・ｈＧ－（９．８・Ｗ－ＦＶ）・ｌＧ｝／｛ｌ・ｎｔ｝＝ 3407.0 N
　（６）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの1本当たりに作用するせん断力　：Ｑ

Ｑ＝ＦＨ／ｎ＝ 650.5 N
　（７）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄに生ずる応力度
　　　①引っ張り応力度　σ 　　　　　σ＝Ｒｂ／Ａ／1000000＝ 30.1 MPａ

　　　　　σ＝ 30.1 ＜ft＝ 176.4 MPａ
　　　②せん断応力度　τ 　　　　　τ＝Ｑ／Ａ／1000000＝ 5.8 MPａ

　　　　　τ＝ 5.8 ＜fs＝ 132.3 MPａ
　　　③引っ張りとせん断を同時に受ける場合

　　　　　ｆｔｓ＝1.4ｆｔ－1.6τ＝ 237.8 MPａ
　　　　σ＝ 30.1 ＜fts＝ 237.8 MPａ

　（８）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの施工法（建築基準法耐震基準ﾏﾆｭｱﾙを参考とした。）
　　　①ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ施工法　＝ 箱抜き式J形，JA形及びﾍｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ付き
　　　②ｺﾝｸﾘｰﾄ厚さ＝ 150 ｍｍ ＝ 0.15 ｍ
　　　③ﾎﾞﾙﾄの埋め込み長さ　　　　　　　

　L＝ 100 ｍｍ ＝ 0.1 ｍ
　　　④許容引き抜き荷重　　　　 Ｔａ＝ 460 (kgf)

Ｔａ×９．８＝ 4511 N＞Rb＝ 3407.0 N
以上の計算より、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄは十分な強度を有している。

(注）本機の施工において、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの頭部が据付け足の穴より脱落しない様に座金等を
　　　使用してください。

ＷＡＮ１８－０３１B


